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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、国際比較調査を実施し、健康と文化との関係を生

命観と社会格差との国際比較研究としてのダイナミックスとして捉え検討することである。本

研究での調査結果にこれまでの調査結果に加え、アメリカ、ドイツ、フランス、イギリス、日

本の 5 カ国（RDD 調査）および韓国、台湾（面接調査）のデータをもとに分析した。国際比較

調査の分析により、国際的理解も深まることが期待される。調査結果は WEBページに公開した。 

 

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to conduct a cross-cultural survey and 

examine the relationship between health and culture as a dynamics of cross-cultural study on social 

disparity and life. Adding all the survey results, the analyses have been conducted using the data of USA, 

Germany, France, UK, and Japan（RDD survey）as well as Korea and Taiwan (face-to-face survey). To 

conduct cross-cultural analyses helps us improving cross-cultural understanding. These survey results 

released web page to the public. 
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１．研究開始当初の背景 

病気と健康の研究、医療の実践は、一見現

代科学に基づいているように見えながら、実際

は非常に根深く文化的に意味付けられた側面が
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少なくない。人々の健康状態を左右する要因

は、人種（race）あるいは民族(ethnic group)

により影響を受ける (ペイヤー, 1999)。こ

れまで、林知己夫らは連鎖的比較研究法

（Yoshino & Hayashi, 2002）に基づく計量

的文明論（林, 2000）の立場から、標本調査

に基づく実証的データを用いて、「病気の症

状の訴え」という態度が深く文化の相違を反

映していることを、日欧米 7カ国で行なった

「7 カ国国際比較調査」のデータ解析から浮

き彫りにした。一方、身体と社会・文化要因

との関連では、近年では自覚的健康度やうつ

や心身症とソーシャル・キャピタルとの関連

なども取り上げられ、「医療文化人類学」（医

療人類学研究会編,1992）や「社会疫学」

（Berkman & Kawachi, 2000）が展開されて

きた。例えば Kawachi (Kawachi, Kennedy ＆ 

Glass, 1999)は、人々の寿命と対人的「信頼

感」やソーシャル・キャピタル（ボランティ

ア活動への参画など）との相関を報告し、世

界的にも注目されている。一方、山岡は、こ

れまでの研究成果として人々の健康度とソ

ーシャル・キャピタルとの関連を分析し、

Social Science&Medicine 誌等に論文発表し

てきた（Yamaoka,2008）。このような検討を

重ねる中で、今日世界的問題となっている社

会格差と健康格差について、健康をより広い

「生命観」という概念からとらえ、グローバ

ルな視点からこれまでの研究を深め発展さ

せていくことが肝要であると考えるに至っ

た。そこで本研究は、連鎖的比較研究法を要

として、これまでの一連の研究の中で構築さ

れてきた知見に新たな視点を加えて、「医療」

と「文化」の多次元的連関を、特に生命観に

特化し、社会・文化的要因のうち、健康と深

く関連すると思われる要因（自己開示、信頼

感、人間関係[ゲマインシャフト vs.ゲゼルフ

シャフト]、家庭観）との関連性について、

格差問題を中心に検討する。 

さ ら に 健 康感 に は 自己 開 示 （ self- 

disclosure）が影響する可能性があり、それが

文化により異なる可能性があることが示唆され

た。自己開示の影響は、かねてから指摘されて

はいるが、その要因に関して未だ明確な関連が

示されておらず、性差も含め、西洋と東洋では

大きな相違がある可能性が考えられる。そして

それは健康感や生命観に深く関わっており、可

能性が大きい。このような関連性や相違は西洋

と東洋を比較することにより解明できることが

期待される。その観点から前回（科学研究費（基

盤Ｂ(海外)2006-2008）ではアメリカ、ドイツで

調査を実施したが、むしろ、ドイツでは性差が

少なく、時代の影響なのか、あるいは国民性で

あるのか、それをさらに検討するため、性差の

大きかったフランスと社会格差の大きいイギリ

スを取り上げ、相違を検討する必要性を強く感

じ、本研究の申請に至った。 

 

２．研究の目的 

今回の科学研究費交付希望期間内には、特

に以下のａ）、b）、c）に焦点を当て研究を遂

行することを目的とした。 

a) 前回の科学研究費を受けてアメリカ･

ドイツで行った、大規模標本調査に基づく

医療と文化に関する調査研究を、さらに深

め発展させる。 

b) 文化的社会的環境として、特にソーシ

ャル・キャピタルのなかでも前回の調査結

果から浮かび上がってきたソーシャル・サ

ポートの質の問題、自己開示、信頼感、人

間関係などの国民性、不安感、医療や健康

に対する考え方と科学文明観、そのなかに

内在する社会・経済格差の影響を、身体的

健康、精神的健康、社会的健康を含む生命

観との連関について分析する。 

c) 収集した調査結果の情報を元にデータ

ベースを作成し、一般公開する。 

 

３．研究の方法 

本研究は大規模標本調査として CATIシステ



ムを用いた RDD電話調査によりフランス、イ

ギリスにおいて調査を実施し、医療と文化に

関する調査研究を、さらに深め発展させるこ

とを図った。調査実施にあたっては、各国に

おいて、基礎資料を収集・整理し、海外での

CATIシステムを用いたRDD調査方法論等の情

報収集および、これまでに行ってきた国際比

較調査データの再分析を進め、問題点の検討

を行った。さらに委託する調査機関と RDD調

査方法の詳細な検討を行い、調査方法を決定

した。その概要は以下のとおりである。 

調査対象は各国に居住し国籍をもつ 20歳以

上の男女とする。調査の実施にあたっては、

調査専門機関と十分に調査方法について協議

したのちに調査を委託し、実施した。調査項

目は、各地域の人々の多面的・多次元な一般

的意識構造（人間関係、宗教、教育、健康、

家庭、等）や対人関係における「信頼感」な

どを含む「医療と文化の多次元的連関に関す

る統計科学的研究」で用いた質問を中心に、

社会格差に関する質問項目を勘案し質問票を

作成した。 

以上の調査結果をこれまでの研究と総合

して、社会格差と生命観のダイナミックスに

ついて国際比較という観点から、アジアとの

対比を機軸として比較検討する。さらにデー

タの公開作業を推進させ、これまでの研究成

果に関する WEBページを作成し、一般公開を

図った。 

 

４．研究成果 

本研究では大規模標本調査としてイギリ

ス、フランスにおいて調査を実施し、さらに、

日本での RDD調査を統計数理研究所（吉野諒

三教授）との共同研究として実施した。これ

までに行ったアメリカ、ドイツの 5カ国での

RDD 調査結果に、これまでに我々が実施した

韓国、台湾での面接調査結果を併せて、文化

的社会的環境として、特に、欧米およびアジ

ア各国の生命観と信頼感、不安感と社会・経

済格差の関連に焦点を当てた分析を実施した。

さらにデータの公開作業を推進させ、これまで

の研究成果に関する WEBページ 

(http://www.med.teikyo-u.ac.jp/~yama-hc) を

作成し、アメリカ、ドイツ、イギリス、フラン

ス、日本での RDD 調査結果および韓国、台湾で

の面接調査結果を含めて、調査方法、調査結果、

クロス集計結果を掲載し、一般公開を行った。 
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3. 共同ニュース ホームページ平成 22年 12

月 29日（月）掲載  脳死，若い人は肯定

的  移植で国際比較 

4. 日本経済新聞平成 22年 12月 27日（月）

掲載  心臓移植｢望ましい｣3割  欧米諸

国の半分程度 

5. 時事通信社ホームページ 平成 22年 12月

27日（月）掲載  脳死理解低い日本＝移

植反対は欧米並み少数― 国際比較調査 
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